
第 5 回「のせのせッション」アンケート集計結果のご報告 

 

令和 8 年６月 20 日(土)に開催した「第 5 回のせのせッション」について、参加者の皆さま

にアンケートを実施しました。 

「第 5 回のせのせッション」にご参加いただいた皆さま、誠にありがとうございました。 

当日、寄せていただいた貴重なご意見・ご感想を、今後の「のせのせッション」の参考とす

るため公開いたします。 

                                         

参加者アンケートの意見の概要  

 

●第 5 回「のせのせッション」に対する満足度 

 

❶ ワーク内容に関する評価  

全体として参加者のワークに対する満足度は高く、前向きな意見が多く寄せられた。パーツ

を実際に貼り付けながら検討する手法により、対話のみの場合と比べて具体的なイメージ

やアイデアが湧きやすくなり、これまで抽象的だった構想が徐々に具体化してきたという

参加者の実感が示された。 

❷ 今後の計画に対する意見 

施設内の空調環境は滞在の快適性や利用時間に大きく影響することから、過ごしやすさを

担保するための空調性能を心配する声が挙げられている。また、町外からの利用促進を意識

した設備整備よりも、まずは町民が日常的に集い、快適に過ごせる環境づくりを優先すべき

との意見が見られた。 

❸ 意見交換の相乗効果 

班ごとに個人の成果を発表し、それらを組み合わせながら検討を進めることで、自分一人で

は思いつかないような視点や発想に触れ、新たなアイデアが生まれたことが評価された。ま



た、回数を重ねることで参加者同士の交流が深まり、図書館への思いだけでなく行政や町民

の願い、環境、文化芸術を含めた有意義な対話の場となっていることがうかがえた。 

❹ 運営面の改善点 

ワークの内容が回を追うごとにレベルアップし高度化しているため、途中から内容を理解

しづらくなる場合があると指摘されており、事前の内容共有などの配慮が求められている。

また、住民のアイデアや司書・専門家の意見が、具体的にどのような形で計画へ反映されて

いくのかを住民にわかる形で伝えてほしいという要望が寄せられた。 

                                          

以下、参加いただいた皆さまのアンケートのご回答です。 

 

●良かった点・改善すべき点 

様々なパーツを実際に張り付けていくことでイメージができやすく、具体的なアイデア

がわきやすかったと思います。どうしても話すだけではなかなか難しいところがあると

思うので… 

具体的なイメージを持つことができました。時間設定がいい感じで集中して学べました。 

より具体的になってきた感じがしています。 

楽しみながら、ワークができたと思います。いつものことながら、他の方の意見が、自分

が考えもつかないようなことが聞けたりして、とてもうれしく思います。 

グループごとにアイデアすごい、回数重ねた良さが出てきました。イメージの膨らんだ図

書館、今後のセッション期待したいです。楽しみのある話し合いでした。 

より具体的なイメージがわいた。回を増すごとにワークショップ内容はレベルアップし、

難しく高度になっているので、途中分からなくなる事がある。（前もって、自前の内容が

わかればより良いと思う） 

手を動かして具体的に考えられて良かった。 

ふくわらいゲーム、一人でやっている時はあまり何も思い浮かばずだったのですが、皆さ

んの作ったものをつなぎ合わせると、新しいアイデアがたくさん出てきて楽しかったで

す。 

自分だけで考えているよりグループでやることで広がりが増し、楽しいものになってい

った。アイデアの集まりが素晴らしいと思いました。 

具体的に町民が、図書館をこうしたいという想いが具現化されてきた。 

自分たちが作っているんだという実感がとてもあり楽しかったです。 

具体的なイメージが形になっていくとすごく実感しました。班の方や別の班の方々のア

イデアも大変興味深く、だからこそやはりより多くの人に参加していただきたいです。 

今日が一番楽しかった。今まで雲をつかむような話だったのがより具体的になりイメー

ジができてきたように思います。京丹波町の見学は本当に良かったと思います。 



ずっと気になっていたんですがタイミングが合わなくて来れなかったんですが、今回初

めて参加させて頂いて、すごい素敵な企画で今後この構想がどこまで実現できるのか、そ

の進んでいく段階に参加できて本当に楽しくうれしいです。能勢の新たな魅力発信の場

所としてすごく楽しみです。 

 

●感想・意見・要望 

今回のように手を動かし、頭を動かし、コミュニケーションが取れるワークを今後もでき

ればよいと思います。 

図書館という名前の活性的な○○ができるといいですね。 

新しい方の参加もあって、盛り上がったかなと感じました。指田和さんのお話、楽しみに

しています。 

この回までに、いろんな方とお会いしご意見聞かせてもらい図書館への想いだけでなく、

町の行政人々の願い、環境について（文化芸術も含めて）交流できてること、まず有意義

です。その中から希望される、願ってるスペース等に話が続けていけることにつながって

いくものと期待しています。 

皆さん熱心に意見を出されて、うれしく楽しく思います。 

8 回では足らない気がします。自動車文庫をぜひ実現したいです。 

空間の使い方、空調がどのくらい効くのかがどうしても気になります…。色々な楽しい機

会を持たせても、暑すぎたり、寒すぎたりすると、ゆっくり過ごす人は減ってしまうので

はと心配です。人によって体感温度は違いますし、エアコンをガンガンに効かせてほしい

という訳ではないのですが…。 

この３つの案がどのように反映されていくか楽しみです。司書さんたちの意見、（町、学

校）はどんな形で反映されていくのか、私たちにもわかる形で伝えてください。ありがと

うございました。 

町外の人に喜んでもらえる設備より、町民が過ごしやすく集まる設備の方が、結果として

町外の人も来ると思う。 

スタッフの皆様の熱意がグン！と伝わりました。 

 


